
な改修工事が予定されているが、劣化が進んでいる施設 ル棟についても、大規模改修工事の基本計画策定に合わせて方

も見受けられることから、計画的な修繕が必要である。また、 針決定することとし、有効活用を図る。

現在建設中の新たなプール棟建設工事は順調に進んでいるが、

運営内容等、十分な検討を行う必要がある。

スポーツセンター屋内プールの新築工事については計画的に進んでいる。内容的にも市民の

誰もが利用しやすい環境が整うことで、充実した施設整備に向けて取り組んでいる。

Ｂ
一方で、スポーツセンター全体の老朽化は進んでいることから、大規模改修工事を見据えた

計画的修繕を実施していく事により、施設の安全管理に努めていく。

スポーツセンターの改修工事を控えているため、予算の増加が必要となっていく。改修工事

の基本計画策定の中では、ランニングコストを踏まえた改修計画の策定に努めていきたい。

↑

　市民が年齢や体力に応じてスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境を整えることは、スポーツの普及増進のみならず、市民の健康増

進や快適な市民生活の維持に繋がる。今後スポーツセンターの大規模改修工事が見込まれる中、現施設の計画的な修繕を図りながら事業を

継続していくことが適切であると判断する。なお、施設の改修等とあわせて使用料の適正化についても検討を進める必要があると考える。
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01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 市民生活部・文化スポーツ課

05 スポーツ・レクリエーション

13 スポーツ・レクリエーション推進体制の充実

　市民の誰もが年齢や体力に応じてスポーツやレクリエーションを楽しむことができるようにします。

スポーツセンター管理事業
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　市民が、スポーツ・レクリエーションを楽しむための主な施 　スポーツセンターの大規模改修工事を待たず、必要とされる

設であるスポーツセンターは築３５年以上経過しており、今後 修繕は適切に実施し安全に利用できる環境を整える。既存プー
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